
活かすために

上野原市立上野原小学校 学校だより 令和６年１月１９日 No.１７ 【学校教育目標】

元気 やる気 勇気

発行者 校長 雨宮 基博

TEL 0554-62-3104

１月１０日（水）から３学期がスタートしました。３学期の始業式は、全校児童が体育館で集合して行いまし
た。校長の話では、冬休み前に『新しい目標をたてること』と働きかけたことを踏まえ、大リーグで活躍している
大谷翔平選手が高校１年生の時に目標達成のために行ったことを話しました。
大谷選手は、高校１年生の時に「ドラフト１位指名８球団」というとても大きな目標を立て、そのためのに８つ

の小さな目標を立てました。その中に「運」がありました。大谷選手は運を高めるために周りの人が笑顔になるこ
とをすることと考えました。さらに、人を笑顔にするために８つのできることを考えました。その一つに「あいさつ」が
ありました。確かにあいさつを進んですると笑顔になります。校長からは，このことを踏まえ「あいさつを進んでしよ
う」「大きな目標・夢を実現するために、小さな目標・できることを考えて進んでしよう」と働きかけました。全校児
童が集う中で、一人一人の目標を目指して意欲を高めるよい機会となりました。
その後，始業式の日から「大谷選手のグローブは届きましたか？」と子どもたちから度々声をかけられまし
た。しばらくして本校にも届き，１月 17 日の集団下校の際に全校児童にグローブ披露を行いました。翌日から
応接室前に展示をしましたが，休み時間に多くの子どもたちが来て，うれしそうに手に取って触ったり，手にはめ
たりしています。１月２２日からはクラスごとに回して実際に使用して活用していきます。大谷選手のグローブに
込めた願い「一人一人が夢に向かってがんばる、勇気をもらうシンボルになってほしい」「野球しよう」を踏まえ
て，本校では一人一人が夢に向かってがんばる、元気、やる気、勇気を発揮するシンボルにしたいと思いま
す。上小の子どもたち一人一人が目標をもって、一人一人が一歩一歩成長する３学期にしていけるように、全
職員で協力して子どもたちを支援・指導していきたいと思います。

冬季休業明けの登校時に、子どもたちの安全な登下校のために、多くの方々に
見守って頂きました。ＰＴＡ校外補導部は、学期はじめの３日間、各地区で登校時の
交通安全指導を行っています。休業明けに子どもたちが安心して登校することに繋
がっています。交通指導員の山口さん・幡野さんは毎日の登下校の安全指導を、ス
クールガードリーダーの木口さん、見守り隊の方々は定期的に見守り活動を行ってい
ます。さらに、各地域で自主的に子どもたちの登下校を見守ったり、安全指導をしてく
ださったりする方々がおります。子どもたちの安全・安心のために、本当に心強いで
す。保護者及び地域の皆様に、改めて感謝申し上げたいと思います。

１月１１日（木）に「校内書き初め大会」を実施し
ました。各教室の落ち着いた雰囲気の中で、冬休
みに練習した成果を生かし、自分のベストを目指し
て、一生懸命に取り組む子どもたちの様子が見ら
れました。
子どもたちの一生懸命

に取り組む姿は、美しいで
す。全校で『やる気』をもっ
て一生懸命に取り組む
時間となりました。

６年生は１月１７日（水）に帝京科学大学に協力し
てもらい「キャリア教育学習会」を行いました。これは、
帝京科学大学の学生さんが自身の経験から得たこ
とを子どもたちにわかるようにプレゼンテーションしてもら
う取組です。学生さんは「大学生活で学んだこと」
「自分の夢に向けて」等様々なテーマ設定で６年生
の子どもたちにわかりやす
く話をしてくれました。６年生
の子どもたちの将来への視
野を広げる機会になりました。
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